出席管理と点数記入のエクセル・マクロ
(改良版)
このマクロは、学生番号を入力する事で出席の回数を増やし、考査の得点を入力できるマクロです。大人数の講義だと、出席管理ができないのが現状だと思います。一部の大学では、カードによる読み込みで出席を管理しているようですが、まだまだそのような設備が整っていない大学が多いと思うので、このようなマクロを作りました。
改良点は、初期登録の際、学生の「氏名有」の場合と学生の「氏名無」の場合の選択が可能になった点です。ただし、｢氏名有｣の状態から「無」の状態に移る際、入力されていた学生の氏名は削除されてしまいます。しかしながら、この選択は後から何度でも変更可能ですから、最初に「学生の名前無」の状態で入力しておき、その後、ゆとりがある時に｢名前有｣に変更すると言うような使用方法ができます。
操作方法

初期登録

1. まずは、その講義に出席している学生番号の登録を行います。

2. コマンド｢登録(名前無)」をクリックすると、学生番号を聞いてきますので、その講義を取っている学生の「学生番号」を順次入力します。入力できる人数は、初期設定では、 250人になっています。簡単なマクロなので、もし250人以上の場合は、プログラムを書き換えてください。
3. 25人ごとで列を変えて表示されます(見やすくするため)。受講人数が、｢受講｣の右セルに表示されます。

4. 学生をすべて入力し終わったら、「終了」をクリックします。これで、初期登録が終了です。もし受講する学生を増やす場合は、もう一度｢登録(名前無)｣をクリックして登録を行ってください。
初期(名前有)
1. コマンド｢登録(名前無)｣では、学生番号しか登録できませんが、コマンド｢初期(名前有)｣では、学生の氏名も登録できます。好みにもよりますが、確実性を上昇させるにはやはり、学生の氏名も登録できた方が良いと思います。

2. そこで、コマンド｢初期(名前有)｣をクリックすると、学生番号と学生の名前を聞いてきますので、｢学生番号｣と｢学生氏名｣を順次入力します。この場合も上記と同様に入力可能人数は２５０人で、２５人ずつで段が変わるようになっています。(上限を書き換える場合は、マクロを書き換えてください。説明はたくさん入れたので、分かりやすいと思うのですが…。)
3. 合計の受講人数が｢受講｣のセルの隣に表示されます。

4. 学生をすべて入力し終わったら、「終了」をクリックします。これで、初期登録が終了です。もし受講する学生を増やす場合は、もう一度｢初期登録｣をクリックして登録を行ってください。

5. 仮に、｢登録(名前有)｣の状態で｢学生番号｣だけ登録しておき、後から｢学生氏名｣を登録し直すこともできます。その際は、｢学生番号｣と「学生氏名」を、｢初期(名前有)｣のコマンドを使って、再度入力してください。「重複登録」されている旨が表示され、氏名を書き換えるかを聞いてきますので、「はい」で答えてください。

6. 「学籍番号」で、｢重複｣等の判断をしていますので、学籍番号を変化させるコマンドはありません。その場合は、直接書き換えてください。
初期登録⇔初期(名前有)

1. 学生の｢名前無｣から「名前有」へ、またその逆も、その登録様式を任意に変化させる事ができます。

2. ただし、｢名前有｣から｢名前無｣へ変化させた場合、入力された氏名の全てが削除されるので注意が必要です。
3. 「名前無」の状態で｢名前有｣、またその逆を初期登録で選択すると、そのような変更（｢名前無｣から｢名前有｣へ等の変更）を行っても良いかどうかを聞いてきます。もしよければ、「はい」と答えてください。

4. ｢いいえ｣と答えますと、もとが｢名前無｣の状態なら、そのまま「名前無」の状態での入力画面になります。

出席確認

1. 次に毎回の出席確認をコマンド｢出席確認」をクリックすることで入力します。

2. 出席した学生の学籍番号を入力します。(自分は、毎回講義の感想を書いてもらっており、その紙によって出席者の確認をしています。)
3. ｢登録(名前無)｣＆「初期(名前有)」で登録された「学生番号」であるかどうかを、マクロ内部で確認します。仮に登録されていない｢学生番号｣を入力した場合、その旨が表示され、セルには何も記入されず、再度入力状態に戻ります。

4. ｢登録（・）｣で登録された学生番号が正確に入力された場合、入力した学生の出席回数が一回増えます。

5. すべての学生の出席が入力し終わったら、｢終了｣をクリックします。

6. 以上で、学生の出席が確認されます。

得点記入

1. 考査の得点をコマンド｢得点記入｣をクリックすることで入力します。

2. 学籍番号と、得点を聞いてくるので、それぞれを入力します。

3. ｢登録(･)｣で登録された学生であるかどうかが確認され、「登録されていない」場合は、その旨が表示されます。その後、セルには何も記入されず、再度入力状態に戻ります。
4. ｢登録(･)｣で登録された学生であることが確認されたら、｢点数｣の列にその点数が表示されます。(その際、一度得点登録した「学生番号」に対して、再度入力した場合、新しい入力値がそのセルに記入されます。)
5. その際、｢受験｣には、受験した人数が、｢合計｣には、合計得点が、｢平均｣には平均得点が表示されます。

最後に

1. ｢計算｣と｢評価｣の欄はただ設けてあるだけで、特に何もしていません。ただ、あった方がまとめやすいと思ったので設けてあるだけです。

2. ほんとうに以上の簡単なマクロです。役立てばよいのですが…。

問合せ先

majinno@hotmail.co.jp
